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Ｓライン 動き出す低速ミュオンビームライン 
Towards the construction of the surface muon beamline “S-line” 
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現在、J-PARC MUSE において共同利用実験が展開されている汎用低速・高速ミュオンビームラインＤラインは、その名の

通り低速から高速まで、また正のミュオンも負のミュオンも出すことのできる汎用のミュオンビームラインである。それゆえ、実

験エリアがふたつあっても、実験の内容によってビーム条件の異なる実験課題同士の「同居」は困難であり、物質材料科学分

野でもっとも利用される機会の多い正の低速ミュオンに特化し共用されるビームラインの建設が待ち望まれていた。 

このたびＭＬＦ第 1 実験ホールにおいて低速ミュオンビームライン「Ｓライン」の建設がいよいよスタートすることとなった。講

演では将来の展開を視野に入れたＳライン建設の検討状況について報告する。 


